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「従来、救命さえ不可能と思われていた瞳孔散大患者の中に、助かった後に外からの刺激

に反応しない昏睡状態と判断していた時期のことを、自分は反応できなかったが回りのこ

とは理解していたという患者が現れたことである。」（P.209） 



「意識障害の判定にはもう一つの疑問がある。それは、急性期の意識障害はＪＣＳで評価

できても、慢性期の植物症などにおける意識障害の評価には使えないという問題である。

脳低温療法を行うようになって、瞳孔散大患者で社会復帰する患者の中には、瞳孔散大時

に周りのことや会話の内容を理解していたという訴えを何度も聞くことがあり、外からの

刺激に対する反応で意識を評価する意識の判定法が必ずしも正確でないことを認めざるを

得ない。」（P.211） 
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